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それでもなおユダヤ人であること

宇田川彩

ブエノスアイレスに生きる〈記憶の民〉

◎本書の内容◎

はじめに
序 章 ディアスポラと記憶
第Ⅰ部 ブエノスアイレスのユダヤ人が生きる現在

第1章 ユダヤ人とは誰か
第2章 ブエノスアイレスのユダヤ人

第Ⅱ部 ユダヤ人の住まい

第3章 おばあちゃんのチキンスープ
第4章 過ぎ越し祭の「順番」と物語

第Ⅲ部 ユダヤ人の記憶

第5章 家の中で想起される記憶
第6章 「私たちの記憶」のありか

第Ⅳ部 重さと軽さの只中で

第7章 「ユダヤ的」な重みから逃れる
第8章 本を放ち、軽やかに歩く

終 章 それでもなおユダヤ人であること
注 年表 参照文献 人名索引 事項索引

ユダヤ人の歴史の長さと重みに比して、著者がアルゼンチンで出会ったユダヤ人は、ブエノスアイレス

の自由な空気を享受し軽やかに生きているように見えた。きわめて厳格な宗教法にもほとんど拘束されない。

それでもなおユダヤ人であるのは、なぜ・どのようにしてなのか？

きわめて曖昧ながらもたしかに存在する、現代に生きるユダヤ人の生き方を描く。

日本初！ユダヤについての文化人類学の学術書


